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アトピー性皮膚炎のかゆみと酸化ストレス
順天堂大学国際教養学部教養学科 山倉文幸

我々のグループは、アトピー性皮膚炎の酸化ストレス下で生じる炭酸脱水素酵素（CAIII)や免疫グロ

ブリン(IgG)の酸化（ニトロ化）が、かゆみなどの病態を形成・反映していると考えています。


